
矢掛町矢掛宿（岡山県）
令和３年６月２５日

矢掛町作成

（１）保存地区の概要

地 区 名 矢掛町矢掛宿

種 別 宿場町

面 積 約１１．５ヘクタール

選定年月日 令和２年１２月２３日

特 徴

「本陣・脇本陣が揃って残る山陽道の宿場町」

山陽道の宿場町として栄え，街道沿いには江戸時代後期まで

に形成された地割に，妻入と平入の町家が混在した変化ある屋

並みが見られる。

江戸時代の旧本陣と旧脇本陣が国の重要文化財に指定され

揃って残るのは全国唯一で，漆喰塗込の重厚な町家等，江戸時

代から近代に建てられた伝統的建造物が良く残り，山陽道の宿

場町の歴史的風致を良く伝える。

左上：旧矢掛本陣
石井家住宅

左下：旧矢掛脇本陣
髙草家住宅

右：江戸時代から続く
専教寺小路 保存地区の範囲
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（２）保存地区の歩み

昭和４４年 本陣・脇本陣の主要建物が重要文化財の指定を受

ける

昭和５１年 第1回矢掛の宿場まつり大名行列開催

昭和５７年 旧矢掛脇本陣髙草家住宅解体修理（～昭和６１年）

昭和６１年 旧矢掛本陣石井家住宅解体修理（～平成３年）

矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存対策調査実施

（～平成元年）

平成３年 旧矢掛本陣石井家住宅一般公開開始

平成４年 備中矢掛宿の街並みをよくする会発足

平成５年 岡山県町並み保存地区指定

第1次街並み景観整備事業実施（～平成９年）

平成１４年 第2次街並み景観整備事業実施（～平成１９年）

平成２２年 矢掛町が「ルネサンス夢街道」認定をうける

（国土交通省中国地方整備局）

平成２５年 備中矢掛宿の街並みをよくする会が「住まいのまち

なみコンクール」国土交通大臣賞受賞

（株）やかげ宿設立

平成２６年 やかげ町家交流館（旧谷山邸）オープン

平成２７年 矢掛屋・備中屋長衛門オープン

平成２８年 無電柱化調査実施

平成２９年 民間施設「矢掛豊穣あかつきの蔵」オープン

矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存対策調査

（再調査）実施

平成３０年 矢掛町，矢掛屋がアジア初のアルベルゴ・ディ

フーゾ認定

平成３１年 矢掛町伝統的建造物群保存地区保存条例制定

令和２年 矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区決定

（６月）

矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区保存活

用計画策定（６月）

令和２年 重要伝統的建造物群保存地区選定（１２月）

令和３年 本陣・脇本陣間を主とする重点区間（計５１０ｍ）

の無電柱化工事実施

やかげ観光大使
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（３）保存地区の保存と整備

保存地区中心部の本陣・脇本陣間

と，保存地区に隣接する「道の駅山陽

道やかげ宿」周辺の無電柱化が，令

和３年，官民連携により実施。

（計５１０ｍ）。

無電柱化区間にあわせて，舗装高質化工事を実施

し，景観の向上を図った。

修理修景事業については，今後取り組み，保存地

区の景観のさらなる回復に努めていく。

写真左：
矢掛ビジターセンター
問屋前

写真右：
旧矢掛本陣前
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（４）保存地区の活用とまちづくり

・「道の駅山陽道やかげ宿」との連携

保存地区に隣接する「道の駅山陽道やかげ宿」のコンセプト＝矢掛まるごと道の駅

当該施設に 飲食や物販のコーナーを設けず，保存地区にあたる商店街を利用してもらうことで一

体のにぎわい創出を目指している。

・古民家再生事業と観光推進によるまちづくり

保存地区内にあるやかげ町家交流館，宿泊施設矢掛屋を出発点に古民家再生に取り組んできた。

令和３年３月には明治期に建築の古民家を改修した「矢掛ビジターセンター問屋」がオープン。矢掛

町観光交流推進機構（やかげDMO)の事務所が入り，矢掛町全体の観光推進の核を担っている。

・出前講座や町並み写生大会（子供向け行事）の実施による普及啓発と機運の醸成

（５）住民等の取組

・「矢掛の宿場まつり大名行列」は４５年以上の歴史を持つ，矢掛町最大

のイベント。秋の風物詩となっている。（１１月第２日曜日）

・『矢掛商店街探索マップ』は重伝建選定にあわせて，民間団体が作成。

希望者に無料配布している。

写真を用いず，地元で活躍す

るイラストレーターが挿絵を描

いた冊子。水彩画の柔らかい

タッチが保存地区の雰囲気を

そのまま表現している。


